議長による「思考のヒント」報告：
高齢者の人権に関する法的拘束力のある文書に向けて
Chair’s Food for Thought Paper: Towards a Legally Binding Instrument on the Human Rights of Older Persons
I. はじめに
人口の高齢化は、21世紀を特徴づける人口動態的変容の一つである。世界各地で平均寿命が延びるにつれ、60歳以上の人の数は2050年までに2倍になると予測されている。しかし、こうした変化にもかかわらず、高齢者は依然として国際人権法の下で不十分な保護しか受けていない。国連の人権条約などの既存の枠組みは、加齢に伴う懸念に間接的にしか対処しておらず、その結果、社会保障制度が逼迫している状況下で、規範上の欠落や保護の不統一が生じている。
これに対応して、人権理事会は決議58/13を採択し、高齢者の人権の承認と享受を国際法に明文化する法的拘束力のある文書（LBI）を策定するため、現在の「無期限政府間作業部会（OEIGWG）」を設置した。
本稿では、そのような文書の可能な構成を検討し、その中核となる指針を特定するとともに、OEIGWG での政府間交渉のための将来を見据えた枠組みを提示する。
II. この文書の構成の提案
首尾一貫した効果的な法的拘束力のある文書は、既存の人権条約と整合性のある構成を備えつつ、高齢化という特定の現実に適応したものとすべきである。
1. 前文
前文では、
[image: ] 高齢者の、固有の人間の尊厳と法の下での平等を、普遍的に再確認する。
[image: ] 人口の高齢化を、開発途上国を含め、高齢社会への移行という政策上の課題として認識する。
[image: ] 平等な待遇を受ける権利を強調する。また、高齢化に適応した平等な機会を提供するために社会で必要とされる比例的な調整を強調する。
[image: ] すべての関連する利害関係者の見解を考慮に入れる。
[image: ] また、高齢者は均質な集団ではなく、すべての人間と同様に、いかなる区別もなく、あらゆる権利と自由、生命の自由と安全、そして自らの個性を十分に発展させる権利を有していることを認めるべきである。
[image: ]　それは次のことを考慮すべきである。「人権には、それに相応して、高齢者に対する義務を含め、家族や地域社会に対する個人の義務が伴うことを想起する」

2. 総則、原則および適用範囲
この節では、以下の事項を取り扱う：
I. 定義

 [image: ]「高齢者」（older persons）（厳格な定義を避ける可能性もある）各国に委ねる。
[image: ] 主要な概念。「自由」、「自身の人格を形成する権利」、「長期ケア」など。
II. 原則
１）　法の前の平等および年齢に基づく無差別。無差別には、高齢者が社会における平等を確保するための保護措置も含まれるべきである。
２）　国際的および一般的な人権の取り扱いから着想を得て、LBI は次のような指針となる原則を明確にすべきである。
a)自由、自己の人格を形成する権利、家族および地域社会における権利と義務、プライバシー。
b)機会均等に基づくインクルーシブ（包摂的）な参加
c)平等と無差別：年齢に基づく差別の明確な禁止。
d)相互依存：自身の回復力と家族による支援と、社会的支援システムとのバランスを図る。

III. 横断的課題
[image: ] 国の多様性および文化的多様性の尊重
 [image: ] 世界中の国際法および私法に基づく、地域社会および家族による支援体制の権利および地域社会と家族の義務 
[image: ] 世代間の連帯
これらの定義、原則、および横断的課題は、すべての実質的な条項の解釈と実施の指針となる。
3. 実質的な権利
LBIの中核となる部分では、以下のような権利が列挙される。
[image: ] 機会均等のアプローチ。
[image: ] 各種人権条約を、高齢者の権利および高齢者に対する義務として積極的に具体化する。
[image: ] 独立かつ公平な裁判所による公正かつ公開の審理を受ける完全な平等（世界人権宣言やその他の条約と同様に）
[image: ] 虐待、暴力、およびネグレクトからの自由
[image: ] 健康 
[image: ] 資産や「人間らしい暮らし」へのアクセスに対する平等な権利 
[image: ] 長期ケア（緩和ケア、在宅ケア、施設ケアを含む） 
[image: ] デジタル・インクルージョン
[image: ] 教育を受ける権利への平等な機会
これらの規定は、各国の法律に従い、また既存の資源の範囲内で、各国の状況や可能性に応じて、アクセシビリティ、サービスの利用可能性および質を含め、国家の義務を適切に明確化することができる。
4. 実施と監視
実施の枠組みは不可欠である。LBIは以下を規定することができる：
[image: ] 条約体（高齢者の権利に関する委員会）
[image: ] 国家による定期的な報告義務
将来の条約体の活動への高齢者自身の参加については、国際法が締約国間のものであるため、その形態は今後明確化されることとなる。
5. 最終条項
標準的な条約規定は、以下の事項が必要である：
[image: ] 批准および発効 
[image: ] 留保 
[image: ] 改正
条約において直接規定されていない事項については、条約法に関するウィーン条約の枠組みが適用される（例：1年前の通知による脱退）。
IV. 基礎となる規範的原則
構成に加え、LBI の有効性は、その規範的基礎にかかっている。
1. 高齢化に対する人権に基づくアプローチ
この文書は、慈善や福祉から、自由、自己の人格形成の権利、家族およびコミュニティにおける権利と義務、プライバシー、そして国際人権システムから強調されるその他の具体的な権利といった、権利と資格へと、その物語を転換させることができる。
2．　自由および自己の人格を形成する権利
LBIは、以下を重視したバランスの取れたアプローチを採用することができる：
[image: ] 支援付き意思決定 
[image: ] 意思と選好の尊重
3.　人権問題としてのケア
家族や社会の間の義務として、また権利として、そして「仕事」や「バリア」ではなく、社会が繁栄するための美しい取り組みである。

ケアシステムは次のように再定義することができる：
[image: ] 家族を含む（ただし、家族に限定されない）多くの関係者の責任として 
[image: ] 規制、資金提供、監督の必要な分野として 
[image: ] 虐待やネグレクトの防止
これには以下が含まれる：
[image: ] 高齢者施設の行動規範を含む、ケア施設の品質基準 
[image: ] インフォーマルなケア提供者への支援
4.ライフコース（生涯）の視点
高齢期の権利は、長年にわたって蓄積された不平等によって形作られる。LBIは以下が必要である：
[image: ] この連続性を認識する
[image: ] ライフコース全体にわたる予防的政策を推進する
5.差別
高齢者は均質な集団ではない。本文書は以下に取り組むことができる：
[image: ] 女性に対する差別
[image: ] 障害者 
[image: ] 都市部と農村部の格差 
[image: ] 施設入所中の高齢者 
[image: ] 要支援者（支援を必要とする人）

（翻訳：佐藤久夫、　　　　）
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